
802.11ネットワークのプランニング、実装、検証を
実現するインテリジェント・ビジュアルツール登場

VoIPを目的として設計された「ミッションクリティカ
ル」な無線ネットワークを導入する際には、ネットワー
クの品質や信頼性が重要な要素となります。これは、
特に何百、何千ものアクセスポイントを設置する必要
のある構内全域に渡るネットワークを展開する場合
に当てはまります。E(z)RF カバレッジプランナーは、
802.11ネットワークのプランニング、実装、トラブルシュ
ーティングを迅速に実現する視覚化された使いやす
いツールです。E(z)RF カバレッジプランナーは他のツ
ールと違い、ひとつのアプリケーションにプランニング
からサイトサーベイ、最適化、レポーティングまで、複
数の802.11ツールを統合したツールです。E(z)RF カバ
レッジプランナーを使用すれば、高品質でミスのない
ネットワークを通常の半分以下の時間で実装すること
ができます。つまり無線ネットワークに関するサポート
の必要性が削減されるのです。

E(z)RF カバレッジプランナーは、Meruのバーチャル
セル機能（同一チャンネル干渉なしに、アクセスポイ
ントをシングルチャンネル上で稼動させる機能）をイ
ンテリジェントに最適化できる唯一のツールです。

包括的プランニング
E(z)RF カバレッジプランナーは、802.11ネットワー
ク・パフォーマンスを分析し、インフラの変更がネッ
トワークの受信範囲やパフォーマンスにどのような
影響を及ぼすかをシュミレーションします。他のサ
イトサーベイツールでは、調査時のパフォーマンス
の静的情報しか提供されない場合が多いですが、
E(z)RF カバレッジプランナーは、RF（無線周波）
に静的な状態などなく、動的な「実際の環境」のデ
ータ分析を行うことが、ネットワーク・パフォーマンス
を維持する上で必須であるという発想の元に開発
されています。例えば特定のロケーションでＲＦ（無
線周波）環境の特性が変化した場合、アクセスポイ
ントが機能しなくなった場合、アクセスポイントを移
動、あるいはチャンネルを変更した場合のパフォー
マンスの影響、許容範囲や受信範囲を大きくするた
めには？E(Z)RFカバレッジプランナーは、この様な
複雑な問題に対して明確な答えを導きます。

ノートPCで簡単に操作できる企業レベルツール
E(z)RF カバレッジプランナーは、ノートPC上で稼動
し、測定には標準ネットワークカードを使用します。
IT担当マネージャ、システムインテグレータ、サービ
スグループなど、802.11ネットワークのプランニング、
導入、最適化に携わるあらゆる人に使いやすく設計

製品の特長：

• 802.11ネットワークのプランニング、
 実装、検証用ツール

• 使いやすいビジュアルツール

• Meru 802.11ネットワークの
 バーチャルセルの視覚化

• Meruのシングルチャンネル実装を
 最適化

• 包括的プランニング機能

• 802.11ネットワークをあらゆる側面
 からサポート

• 強力なトラブルシューティング機能で
 ネットワークを最適化
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されています。無線LANを導入する前に、必要なア
クセスポイント台数、実際の設定でのネットワーク
受信範囲やパフォーマンスをE(z)RF カバレッジプラ
ンナーで確認することができるのです。
Meruのバーチャルセルと同一チャンネル干渉管理
はこのアプリケーションに統合されています。カバレ
ッジプランナーは、Meru Networksの802.11製品と
関連するバーチャルセルとシングルチャンネルすべ
ての情報を認識します。受信範囲の推測や、ネットワ
ークをアクセスポイントで溢れかえらせることはもう
ありません。導入の際には、実際に実装する前に可
動アクセスポイント1台で調査を行うだけです。

無線LAN導入後も、E(z)RF カバレッジプランナー
はネットワーク・パフォーマンスやRF（無線周波）環
境の検証を行います。いつでも容易かつ迅速に、検
知されたすべての802.11a/b/gアクセスポイントの調
査を実施します。また、事後の詳細比較のために必
要な調査の評価基準を作成します。

E(z)RF カバレッジプランナーの優れた特長

E(z)RFカバレッジプランナーはわかりやすく視覚化
された第一級のユーザ・インタフェースにより、最新
の802.11a/b/gサーベイ機能を提供します。また、サ
ーベイのみならず、プランニングから検証まで事業
全体に活用され、他社の802.11アクセスポイント製
品と併用することもできます。

「ブラインドスポット」もサーベイが可能
施設のサイトサーベイを行う場合、すべての部屋や
エリア（病院等で使用中の手術室など）を調べられ
る訳ではありません。E(z)RF カバレッジプランナー
は、正確な信号伝搬データにより立入れないエリア
を調査する独自の機能を持っています。他のツール
の場合、線形方法を用いて誤った結果を導き出す
可能性があります。

卓越したレポート機能とトラッキング
どの時点でも、ネットワークプラン、調査結果、評価
基準指数をテンプレートベースのレポートとして自
動的に保存・出力することができます。レポートに
は、受信範囲、パフォーマンスマップ、アクセスポイ
ントや調査情報、インストレーションノートなど、多く
の情報が含まれています。

E(z)RF カバレッジプランナーの優れた技術をデモによ
り実際に目で見て確かめてください。Meru Networksは
いつでもご連絡をお待ちしております。



Meru Networks について
Meru Networks は、オールワイヤレスシステムを実現する、ワイヤレス・インフラストラクチャ・ソリューションにお
けるグローバルリーダです。業界最先端の革新的技術により、ビジネスで利用される重要なアプリケーション向けに、
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ワイヤレスQoSを提供する唯一のソリューションです。
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・ バーチャルセル情報：BSSID、インタフェース、AP 　

　 MACアドレス

・ AP間の同一チャンネル干渉管理情報

MERU NETWORKS 802.11ネットワーク製品情報

・ シングル・マウスクリックで仮アクセスポイントを設定

・ 多彩な壁素材の中から選択して正確な信号伝搬を予測

・ チャンネル、出力、APの高度な調整

・ 指向性または無指向性アンテナの調整

・ 壁素材とアンテナをカスタマイズ

ネットワーク・プランニング

・ すべての802.11a/b/gアクセスポイントを一度に完全

　 にサーベイ

・ 実装前のサーベイ時にアクセスポイントをフリーズ

・ サーベイ結果を3Dでマルチフロア機能を使って確認

・ Atherosベースのネットワークアダプタによるサポート

サーベイ

・ ネットワーク・パフォーマンスの完全分析：

　 信号強度、SNR(Signal vs Noise Ratio)、データレー

ト、オーバーラップ、ローミング、その他

・ 全面分析：各アクセスポイント、各ネットワーク、各チャ

ンネル、またはいずれの選択組み合わせ

・ マルチパス分析

・ シミュレーション、サーベイ、または両組み合わせの各

データ分析

・ 不正アクセスポイントの検知

・ 不正アクセスポイントまたはロックされていないアクセ

スポイントによるセキュリティホールを点検

・ Fill Grid Simulation と Optimization によりサーベ

イルート外部の信号を正確に予測

・ チャンネルシミュレーション： チャンネル変更による、

ネットワークの干渉やパフォーマンスの影響を予測

・ ネットワーク負荷シミュレーション： 

 　トラフィックの追加によるネットワークの干渉やパフォ 

ーマンスの影響を予測

・ アダプタ・シミュレーション： ユーザの異なるNICによ

る、ネットワーク・パフォーマンスを予測

・ 障害シミュレーション： 

　 障害時のネットワーク・パフォーマンスを予測

分　析

・ 自動的にカスタムHTMLレポートを作成

・ アクセスポイントやサーベイ情報、記録、ヒートマップ、

　 その他を含む包括的レポート

・ 迅速にカスタマイズ、パーソナライズ可能な

　 テンプレートベースのレポート機能

・ レポートや詳細分析のため、他のプログラムに

　 エクスポート可能なファイル・フォーマット機能

レポート機能

・ 全ての.JPG .PNGマップ・イメージをサポート

マップ・サポート

・ Windows® XPまたは2000 Professional が

　 インストールされたノートPC（Pentium III 以上）

・ 512 MB以上のRAM

・ 200 MB以上の空き容量

・ Atherosベースの無線LANアダプタ

・ 1台以上の稼動可能なMeru無線LANアクセスポイント

・ 施設やエリアのマップイメージ・オプション

システム要件
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